看護先進科学専攻副指導教員候補者届出書
保健衛生学研究科長　殿

分 野 名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
学籍番号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
氏　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
E-mail　　　　　　　　　　　　　　 @tmd.ac.jp

研究課題名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（キーワード：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□　主指導教員（必須）
氏　名　　　　　　　　　　　　　　　印（※自署の場合は押印不要）
　　　　　
□　副指導教員1（必須）の候補者
	希望
順位
	分野名
	職名
	教員氏名

	1
	
	
	

	2
	
	
	

	3
	
	
	


□　副指導教員２（任意）の候補者
	希望
順位
	分野名（他専攻･他研究科・他機関の場合は所属）
	職名
	教員氏名

	1
	
	
	

	2
	
	
	

	3
	
	
	


　　

※副指導教員候補者として氏名を届け出る旨、必ず候補者本人に連絡をした上で記載してください。　
※主・副指導教員候補者は、博士の学位を有する教員・研究者。
※本届出書は所定の期日までに、学務企画課大学院教務第二係に提出してください。　

複数指導体制
【看護先進科学系専攻）】
１．複数指導体制について
　①研究指導・博士論文計画指導・博士論文作成指導
　・研究指導（1～2年次）：年1回以上、主・副指導教員より研究指導を受け、大学院教育委員会へ報告書を提出する。
　・博士論文計画指導（2年次）：クオリファイングエグザミネーション（QE）終了後、2年次生全員合同で、公開（内部）による博士論文計画指導を受ける。大学院教育委員会へ報告書を提出する。
　・博士論文作成指導（3～5年次）：年1回以上、主・副指導教員より博士論文作成指導を受け、大学院教育委員会へ報告書を提出する。（5年次の実施は論文未投稿の学生に限る。）
②指導教員の構成
　・主指導教員（必須）：所属する専攻分野の長（教授・准教授）とする。
　・副指導教員（必須）：原則として、看護先進科学専攻に所属し、主指導教員とは別分野の教員*1とする。
　・副指導教員2（任意）： 同上の教員または学内外の教員等*2を副指導教員として追加することができる。
　　*1　博士の学位を有する助教・講師・准教授・教授。
　　*2　博士の学位を有する教員または研究者。
③副指導教員の変更
　・副指導教員の変更の際には、所定の書式に記入し届け出ること。

３．論文審査
　①QE：（審査員の職位：教授・准教授・講師・助教）※

主査（１名）：「主指導教員」「副指導教員」は主査になれない。教授のみが主査になれる。

副査（２名）：「主指導教員」は副査になれない。原則、「副指導教員」は副査になれない。1人目の副査は教授または准教授とし、助教または講師は、2人目の副査になることができる。
※ 学位論文の共著者は主査・副査になれない。
②博論審査：（審査員の職位は、教授・准教授）※
主査（１名）：「主指導教員」「副指導教員」は主査になれない。教授のみが主査になれる。

副査（２名）：「主指導教員」は副査になれない。原則、「副指導教員」は副査になれない。1人目の副査は教授とし、2人目の副査は教授又は准教授とする。
※ 学位論文の共著者は主査・副査になれない。
